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********************************************************************************************* 

[1] 化学物質関係事故、事件関係 

◇その他の事故、事件 

・消費者安全法の重大事故等に係る公表について 

＜消費者庁 2021年 4月 1日＞ https://www.caa.go.jp/notice/entry/023744/ 

   https://www.caa.go.jp/notice/assets/consumer_safety_cms201_210401_01.pdf 

   生命・身体被害に関する消費者事故等として通知された事案：45 件  

             うち重大事故等として通知された事案：26 件 

---------- 

・消費者安全法の重大事故等以外の消費者事故等の事故情報データバンクの登録について 

＜消費者庁 2021年 4月 1日＞ https://www.caa.go.jp/notice/entry/023746/ 

   https://www.caa.go.jp/notice/assets/consumer_safety_cms201_210401_02.pdf 

  1.事故情報(食中毒情報を除く。):２件、2.リコール・自主回収情報:８件、3.食中毒情報：９件 

---------- 

・消費生活用製品の重大製品事故:リコール製品で負傷事故等(照明器具、電子レンジ、ポータブル除菌脱臭機、

自転車) 

＜消費者庁 2021年 4月 2日＞ https://www.caa.go.jp/notice/entry/023752/ 

  https://www.caa.go.jp/notice/assets/consumer_safety_cms202_210402_01.pdf 

特記事項: 

・株式会社ナカムラが輸入した照明器具について(製品回収・返金) 

・株式会社千石が輸入し、岩谷産業株式会社が販売した電子レンジについて(無償点検・修理) 

・カルテック株式会社が製造したポータブル除菌脱臭機について(無償交換) 

・ブリヂストンサイクル株式会社が製造した自転車について(無償点検・改修) 

１．ガス機器・石油機器に関する事故：２件 

（うち石油給湯機１件、石油給湯機付ふろがま１件） 

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故：８件 

（うち照明器具１件、電子レンジ１件、電気炊飯器１件、ポータブル除菌脱臭機２件、自転車１件、 

電気足温器１件、スチームアイロン１件） 

３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因か否かが特定できていない事故：12 件 

（うちバッテリー（リチウムイオン、電動工具）１件、エアコン（室外機）１件、電気洗濯機２件、 

電気ロースター（電気魚焼き器）１件、食器洗い乾燥機（ビルトイン式）１件、延長コード（家具用）１件、 

ＵＳＢケーブル１件、鏡台（コンセント付家具）１件、蓄電式電気暖房器１件、 

携帯電話機（スマートフォン）１件、バッテリー（リチウムイオン、電動工具用）１件） 

---------- 

・労働基準関係法令違反に係る公表事案 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=lW2ht43T65xbgEwHY 

-------------------- 

◇事故・事件対策、措置、訴訟等 
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・石綿による健康被害の救済に関する法律に基づく指定疾病の認定に係る医学的判定の結果について 

＜環境省 2021年 4月 1日＞ https://www.env.go.jp/press/109421.html 

https://www.env.go.jp/press/files/jp/115999.pdf 

---------- 

・労災レセプト電算処理システム マスタコード 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=U6tm0L7KR2DH8S7BY 

---------- 

・クマ類の出没対応マニュアルの改定について                  --- 末尾 [付録]  

＜環境省 2021年 4月 2日＞ https://www.env.go.jp/press/109446.html 

---------- 

・第 72回全国労働衛生週間のスローガンの募集について              --- 末尾 [付録] 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=A_s3IRtFfQrNFt6RY 

-------------------- 

□大災害、原発事故対策 

[大災害対策] 

・「過疎地域等における燃料供給インフラの維持に向けた安全対策の あり方に関する検討報告書（令和２年度報

告書）」の公表 

＜総務省消防庁 2021年 3月 30日＞ 

https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/210330_kiho_1.pdf 

国内の石油製品需要の減少を背景として、過疎化やそれに伴う人手不足等により、給油取扱所（ガソリンスタン

ド）の数が減少し、自家用車や農業機械への給油、移動手段を持たない高齢者への灯油配送などに支障を来すい

わゆる「SS 過疎地問題」が、地域住民の生活環境の維持及び防災上の観点から、全国的な課題となっています。

このような状況を踏まえ、消防庁では「過疎地域等における燃料供給インフラの維持に向けた安全対策のあり方

に関する検討会」を開催し、令和元年度より２年間にわたり調査・検討を行ってきました。 

この度、令和２年度報告書がとりまとめられましたので、公表します。 

【主な結果】（詳細は別添資料を参照） 

１ 現存する給油取扱所の事業継続に係る各方策 

（１）営業時間外におけるスペース活用の検討 

ハード・ソフトの両面から安全管理が行えることを前提に、店舗、飲食店又は展示場等の用途に係る業務につい

て、営業時間外の活動を認めることが適当。 

（２）セルフ給油取扱所における AI 等による給油許可監視支援 

従業員の業務を支援するものとして、AI 等を用いた監視機能を位置づけ。今後、AI 等の評価方法を検討すると

ともに、従業員の教育訓練、危険物保安上の責任の明確化等について検討が必要。 

（３）屋外給油取扱所のキャノピー＊制限の緩和 （＊ガソリンスタンドの屋根） 

換気上有効な隙間や離隔が確保される場合には、給油空地等に対するキャノピ－の面積比を拡大することができ

る。この場合において、構造物の適切な位置・構造と施設管理が重要。 

２ 過疎地域の燃料供給インフラの維持に係る各方策 

（１）地上タンク等＊を設置する給油取扱所 （＊現行基準上、ガソリンスタンドは原則として地下タンク） 

｢ＳＳ過疎地対策計画｣における位置づけ、屋内型のタンク構造、自然災害対策・自動車衝突防止等を特例要件と

して、設置を認めることが適当。 

（２）移動タンク貯蔵所と可搬式給油設備を接続した給油取扱所 

｢ＳＳ過疎地対策計画｣における位置づけ、通常のガソリンスタンドに準じた敷地内の構造・設備、自然災害対策・

自動車衝突防止等を特例要件として、設置を認めることが適当。 

（３）危険物と日用品の巡回配送 

現行基準において対応可能。実施しようとする地域で、個別に事前検証することが適当。 

（４）給油者を限定した給油取扱所における危険物の取扱いや危険物取扱者のあり方の検討 
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基本的な考え方、論点等を整理。実施しようとする地域で、個別に事前検証することが適当。 

※ 報告書全文については、消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp/）に掲載します。 

********************************************************************************************* 

[2] [特集] 新型コロナウイルス感染症 

[状況] 

◇省庁発表 

・新型コロナウイルス感染症の無症状病原体保有者の発生について（空港検疫） 

＜厚生労働省 2021年 4月 4日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17883.html 

・新型コロナウイルス感染症の現在の状況と厚生労働省の対応について 

＜厚生労働省 2021年 4月 4日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17882.html 

・新型コロナウイルスに関連した患者等の発生について(4月 1日各自治体公表資料集計分) 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=C_M-iOaSHzifqWCZY 

・新型コロナウイルス感染症（変異株）の患者等の発生について（空港検疫） 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=ZZ1RR30jG2yrcIL3Y 

-------------------- 

[対策・予防] 

◇省庁発表 

・新型コロナウイルス感染症医療機関等情報支援システム（G-MIS）：Gathering Medical Information System on 

COVID-19 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/new-info/ 

・「療養状況等及び入院患者受入病床数等に関する調査について」を更新しました 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=5x_SZAp-89RzRYd1Y 

・｢水際対策に係る新たな措置について｣更新しました 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=0yvn8cuVrdodxltBY 

---------- 

◇ワクチン、検査薬、治療薬等 

・新型コロナワクチンの接種実績 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_sesshujisseki.html 

・新型コロナワクチンの接種を行う医療機関へのお知らせ 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=D_c6jOKWGzybrWWdY 

・自費検査を提供する検査機関一覧を更新しました。 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=q1OeKEYyv5g_Ccg5Y 

・医師等の皆さまへ～新型コロナワクチンの副反応疑い報告のお願い～ 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=f4dLXWc5AXaxaq7tY 

・新型コロナワクチンの副反応疑い報告について 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=E-snMQtVbRrdBsOBY 

 

・「ワクチンのみ」では感染爆発へ 変異株の抑制対策重要 筑波大試算 

＜産経新聞 2021年 4月 2日＞ 

https://news.yahoo.co.jp/articles/4592ca27782e5b3bcc210e058bf7410e879ce1c8 

 

・オランダも６０歳未満接種停止 アストラ製ワクチン、血栓報告で 

＜時事ドットコム 2021年 4月 3日＞ https://www.jiji.com/jc/article?k=2021040300223&g=cov 

---------- 

◇大学等関係 
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・沖縄の大学生 9人が県内 1泊旅行でクラスター「大勢で飲んで一気に広がり得る」と警鐘 

＜沖縄タイムズ 2021年 4月 2日＞ https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/731618 

 沖縄県は１日までに、県内１泊旅行した２０代の男子大学生９人の新型コロナウイルス感染など新たに２件の

クラスター（感染者集団）を確認したと発表した。県は、家庭内に感染を持ち帰り、高齢世代にうつす例が増え

たとし「（感染が）気になる行動をしたら、家庭内でもできる限りマスクや自主隔離をするなど、家族に感染を

広げない配慮をしてほしい」と求めた。 

 男子学生らは県内の大学に通っており、３月２１〜２２日に宿泊施設に滞在。２５〜２９日にかけて参加した

１０人中９人が発症した。県の糸数公医療技監は「大勢で飲んで無症状の感染者がいると、濃厚接触で一気に広

がり得る」と注意を促した。 

 もう１例は浦添市内のスナックで、３月２５〜３０日に従業員の４０代女性３人、客の４０〜６０代男女４人

の計７人の感染が判明。従業員は接客時、マスクをしていなかったという。県内のクラスターは計１４１件とな

った。 

 糸数技監は１日始まった県独自の時短要請について「どれだけの店が一斉に協力してくれるかが大事。より多

くの協力を得られればかなりの効果は出る。まずは飲食関連の感染を止めないといけない」と述べた。 

 

・大学サークル宴会、感染 16人に拡大 京都の新型コロナ、2日夜発表 

＜京都新聞 2021年 4月 2日＞ https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/541335 

 

・「きょう、大学やめました」コロナ中退で学びを諦める若者たち 

＜NHK 2021年 4月 1日＞ https://www.nhk.or.jp/shutoken/wr/20210401.html 

---------- 

◇マスコミ報道 見出し 

・コロナの罰則…日本社会で強まる「厳罰主義」 自ら“警察”をやるのは「問題」の風潮も 

＜AERAdot. 2021年 4月 3日＞ https://dot.asahi.com/aera/2021033000064.html 

********************************************************************************************* 

[3] 化学品(混合物)の危険有害性の分類 

◇化学品(混合物)の危険有害性の分類を自動で判定しラベルを作成する Webツールの運用を開始 

～GHS混合物分類判定ラベル作成システム「NITE-Gmiccs（ナイトジーミックス）」～ 

＜製品評価技術基盤機構 2021年 3月 31日＞ 

https://www.nite.go.jp/chem/newsrelease/2020/20210331.html 

NITE（ナイト）［独立行政法人 製品評価技術基盤機構 理事長：辰巳 敬、本所：東京都渋谷区西原］化学物質

管理センターは、化学品（混合物）のGHS分類を自動で判定し、ラベルを作成するWebツール「NITE-Gmiccs（ナイ

トジーミックス）」を公開し2021年4月1日（木）から運用を開始いたします。混合物のGHS分類は、煩雑で専門的

知識を要しますが、化学品（混合物）の組成情報と化学品（純物質）のGHS分類情報をNITE-Gmiccsへ入力するこ

とで、多数の化学品（混合物）の危険有害性を自動で判定し、その分類結果を記載したラベルを出力することが

できます。NITEは、NITE-Gmiccsを公開・運用することで、事業者の化学品（混合物）のGHS分類作業を簡便化し、

適切なSDS作成やラベル表示を支援します。 

報道発表資料   https://www.nite.go.jp/data/000123354.pdf 

※NITE-Gmiccs   https://www.ghs.nite.go.jp/ 

webブラウザはMicrosoft Edge のご利用を推奨します。動作環境の詳細については以下をご覧下さい。 

https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/gmiccs_OperateEnv.html 

********************************************************************************************* 

[4] 廃棄物関係 

◇日本の５００キロ沖の深海で多数のプラスチックごみ見つかる 

＜NHK 2021年 4月 3日＞ https://www3.nhk.or.jp/shutoken-news/20210403/1000062562.html 

日本のおよそ５００キロ沖合の深海で多くのプラスチックごみが見つかり、ごみの量は推計で１平方キロあたり
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最大７０００個に上ることが海洋研究開発機構の調査で分かりました。 

海洋研究開発機構の研究チームは、プラスチックごみによる海洋汚染の実態を明らかにしようと、おととし８月

から９月にかけて調査を行いました。 

陸地からの距離や水深が異なる５か所の海底を調べたところ、房総半島の沖合５２０キロ、水深およそ５７００

メートルの深海から、昭和５９年製造と記されたハンバーグの袋や歯磨き粉の容器などが見つかりました。 

房総半島の沖合４８０キロの深海でもレジ袋など使い捨てのプラスチック製品が多数見つかり、目視で確認でき

たごみの数をもとにプラスチックごみの量を推計したところ、１平方キロあたりおよそ７０００個に上ることが

分かったということです。 

これらの場所より陸に近い、沿岸からおよそ２０キロ、水深１４００メートルの相模湾にあるプラスチックごみ

の量は１平方キロあたり１９５０個と推計され、比較的少なかったということです。 

海洋研究開発機構の中嶋亮太副主任研究員は「過去の研究では陸から遠いほどごみは減っていくと言われていた

が、今回の調査で５００キロも離れた深海底が“ごみ捨て場”のようになってしまっていることがわかった。ご

みが海流で運ばれるうちに藻などがついて沈んでいったとみられる。深海に沈んだものを回収するのはほぼ不可

能で、プラスチックごみが海に流れ出ないように対策を徹底する必要がある」と話しています。 

********************************************************************************************* 

[5] 温暖化対策関係 

◇カーボンニュートラル実現に向けた住宅・建築物分野の取組を検討します 

＜経済産業省 2021年 4月 2日＞ 

https://www.meti.go.jp/press/2021/04/20210402003/20210402003.html?from=mj 

---------- 

◇気候危機訴え若者ら「学校スト」 23日までの毎週金曜日に 

＜共同通信 2021年 4月 2日＞ 

https://this.kiji.is/750674895696347136?c=39546741839462401 

 「気候変動の危機は待ってくれない」。温暖化対策の強化を求める学生が 2日、学校を休んで声を上げる「学

校ストライキ」を始めた。今月 23日までの毎週金曜日、同様の運動を行う予定だ。 

 東京・霞が関の経済産業省前では、高校生と大学生の計 6人が「気候変動ヤバすぎて学校とか行ってる場合か」

「温室効果ガスの削減目標引き上げて」といったプラカードを掲げ、道行く人に賛同を呼び掛けた。 

 政府が見直しに向け議論している「温室効果ガスを 2030年度に 13年度比 26％減」との現行目標を巡っては、

海外の研究を踏まえ「62％減にすべきだ」と訴えた。  

********************************************************************************************* 

[6] 調査、公募、意見募集等 

[公募、意見募集等] 

◇令和３年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（廃棄物処理施設を核とした地域循環共生圏構築促進事業）

の一次公募について 

＜環境省 2021年 4月 1日＞ https://www.env.go.jp/press/109448.html 

---------- 

◇令和２年度（第３次補正予算）二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（脱炭素イノベーションによる地域循

環共生圏構築事業）のうち「地域の再エネ自給率向上やレジリエンス強化を図る自立・分散型地域エネルギーシ

ステム構築支援事業」、「温泉熱等利活用による経済好循環・地域活性化促進事業」及び「自動車 CASE活用による

脱炭素型地域交通モデル構築支援事業」の公募開始について 

＜環境省 2021年 4月 1日＞ https://www.env.go.jp/press/109416.html 

---------- 

◇低コスト化・高収益化に資する農業実用化技術（園芸、花き、茶、ばれいしょ、そば、環境保全型農業及び有

機農業分野）の募集について 

＜農林水産省 2021年 4月 1日＞ https://www.maff.go.jp/j/press/seisan/gizyutu/210401.html 

-------------------- 
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[公募結果、意見募集結果] 

◇「消防防災科学技術研究推進制度」の令和３年度研究課題の採択 

＜総務省消防庁 2021年 4月 2日＞ 

https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/210402_soumu01.pdf 

-------------------- 

[調査結果] 

◇令和 2年度「食育に関する意識調査」の結果を公表します 

～新型コロナウイルス感染症の拡大で、特に若い世代の食生活に変化～ 

＜農林水産省 2021年 3月 31日＞ https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/210331.html 

********************************************************************************************* 

[7] その他省庁発表 

◇令和 3年度研究開発学校の指定について 

＜文部科学省 2021年 4月 1日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af17acwSavdaj4bI 

---------- 

◇「教育現場におけるオンライン教育の活用」に関する取りまとめについて 

＜文部科学省 2021年 4月 1日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af17acwSavdaj4bJ 

---------- 

◇令和 3年度からの共同利用・共同研究拠点の認定について（公立大学、私立大学） 

＜文部科学省 2021年 4月 1日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af17acwSavdaj4bK 

---------- 

◇令和 3年度「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業～スタートアップ支援～」採択拠点一覧 

＜文部科学省 2021年 4月 1日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af17acwSavdaj4bL 

---------- 

◇令和 3年度「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業～機能強化支援（一般型）～」採択拠点一覧 

＜文部科学省 2021年 4月 1日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af17acwSavdaj4bM 

********************************************************************************************* 

[8] 関連会議等の開催案内、記録・報告、資料等 

[開催案内] 

・中央環境審議会地球環境部会中長期の気候変動対策検討小委員会・産業構造審議会産業技術環境分科会地球環

境小委員会地球温暖化対策検討ワーキンググループ合同会合（第４回）の開催について   ４月９日、WEB形

式 

＜環境省 2021年 4月 2日＞ https://www.env.go.jp/press/109410.html 

（１）2019年度における地球温暖化対策計画の進捗状況 

（２）関係省庁からのヒアリング 

・カーボンニュートラル実現に向けた住宅・建築物分野の取組を検討します～「脱炭素社会に向けた住宅・建築

物の省エネ対策等のあり方検討会」（第１回）を開催 ～   ４月 19日 

＜環境省 2021年 4月 2日＞ https://www.env.go.jp/press/109470.html 

○2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた取組の基本的考え方 

○脱炭素社会の実現に向けた住宅・建築物における住宅・建築物の省エネ性能等を高めるための 

対策強化のあり方と進め方 

○既存ストック対策等における制約要因と課題 

○脱炭素社会に向けた CO2 排出削減に資するライフスタイルの実現 

○吸収源対策としての木造・木質化の取組 

・薬事・食品衛生審議会 医療機器・体外診断薬部会（ペーパーレス）を開催します   ４月 16日、非公開 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=2yPuWDZCz-hPeb9JY 

・第４回中央環境審議会地球環境部会中長期の気候変動対策検討小委員会・産業構造審議会産業技術環境分科会
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地球環境小委員会地球温暖化対策検討ワーキンググループ合同会合   4月 9日、オンライン会議 

＜経済産業省 2021年 4月 2日＞ 

https://wwws.meti.go.jp/interface/honsho/committee/index.cgi/committee/38786 

1. 2019 年度における地球温暖化対策計画の進捗状況 

2. 関係省庁からのヒアリング 

・食品安全委員会（第 811回）の開催について   4月 6日、web上 

＜内閣府 2021年 4月 1日＞ http://www.fsc.go.jp/iinkai_annai/annai/annai811.html 

（１）食品安全基本法第２４条の規定に基づく委員会の意見の聴取に関するリスク管理機関からの説明について 

   ・添加物 １品目 

    炭酸水素カリウム 

（２）農薬第五専門調査会における審議結果について 

   ・「プロパルギット」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について 

（３）農薬第四専門調査会及び動物用医薬品専門調査会における審議結果について 

   ・「シフルトリン」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について 

（４）遺伝子組換え食品等専門調査会における審議結果について 

   ・「JPTR003株を利用して生産されたムラミダーゼ」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集につい 

て 

   ・「Morph TG#626株を利用して生産されたα-グルコシダーゼ」に関する審議結果の報告と意見・情報の 

募集について 

（５）その他 

・食品安全委員会 農薬第三専門調査会（第９回）の開催について   ４月１２日、Web会議 

＜内閣府 2021年 4月 1日＞ 

http://www.fsc.go.jp/senmon/nouyaku/annai/nouyaku_annai_dai3_senmon_9.html 

（１）農薬（ピラフルフェンエチル、フルフェノクスロン）の食品健康影響評価について 

（２）その他 

・生命倫理・安全部会（第 46回）の開催について   4月 9日、WEB会議 

＜文部科学省 2021年 4月 2日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af19acwTybvDePbJ 

 (1)部会長及び副部会長の選任について（非公開） 

  (2)生命倫理・安全部会の議事運営について（非公開） 

  (3)生命倫理・安全部会における委員会等の設置について 

  (4)第 10期科学技術・学術審議会生命倫理・安全部会の活動状況等について 

  (5)第 11期科学技術・学術審議会生命倫理・安全部会における主な検討事項について 

  (6)その他 

-------------------- 

[開催記録、報告、資料等] 

・薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会議事録（2021年 3月 11日） 

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=8wvH0eu1jfo95jBhY 

・薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   3月 5日  

＜厚生労働省 2021年 4月 2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=Jd0RBz1jWyzrMOq3Y 

（１）審議事項 

  １．食品中の農薬等の残留基準の設定について 

（２）報告事項 

  １．食品中の農薬等の残留基準の設定について 

  ２．ゲノム編集技術応用食品及び添加物の食品衛生上の取扱要領の改正について 

  ３．指定成分等含有食品の健康被害情報に係るワーキンググループの設置について 

（３）文書による報告事項 
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  １．食品中の農薬等の残留基準の設定について 

（４）その他の報告事項 

  １．食品衛生分科会における審議・報告対象品目の処理状況について 

  ２．令和３年度輸入食品監視指導計画（案）とその概要について 

********************************************************************************************* 

[13] その他 

◇インフルエンザ、感染症関係 

・群馬県における豚熱の確認及び「農林水産省豚熱・アフリカ豚熱防疫対策本部」の持ち回り開催について 

＜農林水産省 2021年 4月 2日＞ https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/210402.html 

---------- 

・奈良県における豚熱の確認及び「農林水産省豚熱・アフリカ豚熱防疫対策本部」の開催について 

＜農林水産省 2021年 3月 31日＞ https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/210331.html 

********************************************************************************************* 

[付録] 

◇第72回全国労働衛生週間のスローガンの募集について              上記 [1] 関係  

＜厚生労働省 2021年4月2日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=A_s3IRtFfQrNFt6RY 

多くの方に「労働衛生」についての意識を深めていただくために、毎年10月に行われている全国労働衛生週間の

スローガンを募集します。 

全国労働衛生週間とは 

 全国労働衛生週間は、厚生労働省と中央労働災害防止協会の主唱により、労働者の健康管理や職場環境の改善

等の労働衛生に関する国民の意識を高めるとともに、職場での自主的な活動を促して労働者の健康の確保等を図

ることを目的として、昭和25年から実施されており、本年で72回を迎えます。 

 毎年、10月１日から10月７日までを本週間として実施しています。 

 なお、全国労働衛生週間の実行を上げるため、９月１日から９月30日までを準備期間としています。 

スローガン募集 

 今年度で72回目となる同週間のスローガンについて、労働衛生意識の高揚と事業場における自主的労働衛生活

動の促進を図る内容とするものを（以下のとおり業務上疾病の発生を未然防止するための取組等も含む）募集い

たします。 

労働安全衛生法に基づく労働時間の状況の把握や医師の面接指導等の実施のみならず、時間外・休日労働の削減、

年次有給休暇の取得促進による仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

ストレスチェック結果の集団分析及びこれを活用した職場環境改善の取組等メンタルヘルス対策の推進 

労働災害の予防的観点からの高年齢労働者に対する健康づくり（健康や体力の状況を客観的に把握することや身

体機能の維持向上への取り組み）の推進 

化学物質の危険性・有害性情報の伝達のためのラベル表示及びSDS（安全データシート）交付の促進、危険・有害

な化学物質に対するリスクアセスメントの実施による化学物質管理の推進 

「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」の周知啓発を通じた事業場における治療と仕事

の両立支援の推進 

第三次産業（社会福祉施設等）及び陸上貨物運送事業における腰痛予防対策の取組の推進 

職場における新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図りつつ、業務を継続していくための職場の状況に応じた

感染拡大防止の取組の推進 

 本年度のスローガンについては、上記の状況も参考にしていただき、ご応募くださいますようお願いいたしま

す。なお、採用されたスローガンは、「全国労働衛生週間」期間中にポスター、垂れ幕等で本週間の推進のため

に活用いたします。 

募集内容 

1 応募資格 どなたでも応募できます。 

2 作品内容 労働衛生意識の高揚と事業場の自主的労働衛生活動の促進を図る内容のもの。 
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3 応募方法 はがき、電子メール、ＦＡＸで次の宛先へお送り下さい。 

作品は自作未発表のものに限ります。 

・はがきによる場合 

 郵便番号 100－8916 

  厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 労働衛生課 業務第二係 

・電子メールによる場合 

 eiseishukan@mhlw.go.jp 

・ＦＡＸによる場合 

 03－3502－1598 

  厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 労働衛生課 業務第二係 

4 募集期間 令和３年４月１日から４月３０日まで（当日消印有効） 

5 発表方法 採用者に通知するほか、広報誌等で発表します。 

6 その他  

(1)応募作品は、未発表で自作のものに限ります。なお、応募作品の版権は主唱者に帰属します。 

(2)応募作品は、はがき、電子メール、ＦＡＸともに、１通につき１点とします。 

[1] 作者名 [2] 連絡先（住所、電話番号）[3] 学校名又は勤務先 を明記してください。 

(3)採用作品については、一部修正して使用することもあります。 

(4)過去3年間のスローガン 

令和２年度 「みなおして 職場の環境 からだの健康」 

令和元年度 「健康づくりは 人づくり みんなでつくる 健康職場」 

平成30年度「こころとからだの健康づくり みんなで進める働き方改革」 

※平成29年度以前のスローガンは、「参考 過去の全国労働衛生週間スローガン（第1回～第71回）」 [135KB]

をご覧ください。 

7 問合せ先 厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 労働衛生課 業務第二係 

電話 03－5253－1111（内線5498） 

 

第72回全国労働衛生週間スローガン募集要項 

1 趣旨 

 例年、事業場における自主的労働衛生活動の促進を図るため、10月１日から10月７日まで全国労働衛生週間を

展開している。 

 今年度で72回目となる同週間のスローガンについて、労働衛生意識の高揚と事業場における自主的労働衛生活

動の促進を図る内容とするものを（以下のとおり業務上疾病の発生を未然防止するための取組等も含む）募集す

る。 

労働安全衛生法に基づく労働時間の状況の把握や医師の面接指導等の実施のみならず、時間外・休日労働の削減、

年次有給休暇の取得促進による仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

ストレスチェック結果の集団分析及びこれを活用した職場環境改善の取組等メンタルヘルス対策の推進 

労働災害の予防的観点からの高年齢労働者に対する健康づくり（健康や体力の状況を客観的に把握することや身

体機能の維持向上への取り組み）の推進 

化学物質の危険性・有害性情報の伝達のためのラベル表示及びSDS（安全データシート）交付の促進、危険・有害

な化学物質に対するリスクアセスメントの実施による化学物質管理の推進 

「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」の周知啓発を通じた事業場における治療と仕事

の両立支援の推進 

第三次産業（社会福祉施設等）及び陸上貨物運送事業における腰痛予防対策の取組の推進 

職場における新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図りつつ、業務を継続していくための職場の状況に応じた

感染拡大防止の取組の推進 

2 募集範囲 



ACSES ニュースレター_２０７４_20210405 

 11 

 特に定めないものとし、ホームページ等を通じ広く募集する。 

3 募集方法 

 別添応募用紙 [62KB]の様式の他、はがき及び電子メールによるものも受け付ける。 

4 提出先 

 厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 労働衛生課 業務第二係宛て 

5 締切日 

 令和３年４月30日 

6 選考 

 厚生労働省において選考し、入選作1編を決定する。 

 ただし、採用作品については、一部修正して使用することもある。 

7 使用目的 

 第72回全国労働衛生週間の実施に当たって、各種広報活動、週間行事の実施等に際して活用する。 

---------- 

◇クマ類の出没対応マニュアルの改定について                  上記 [1] 関係 

＜環境省 2021年 4月 2日＞ https://www.env.go.jp/press/109446.html 

近年、人里へのクマ類の大量出没による人身被害が増加しており、人とクマ類のあつれきは一層深刻な状況とな

っています。このため、環境省では、このような現状を改善することを目的として、これまでに蓄積されてきた

データを踏まえ、14 年振りに「クマ類の出没対応マニュアル」を改定しましたので、お知らせします。 

１．目的 

 クマ類（ツキノワグマ、ヒグマ）は、日本を代表する大型動物であり、森林生態系の重要な構成種です。一方、

クマ類による農作物被害、森林被害、畜産被害、人身被害など、人とクマ類のあつれきが問題となっており、環

境省では 2007 年に「クマ類出没対応マニュアル」を作成するなどしてきました。しかし、近年、人里へのクマ

類の大量出没による人身被害が増加しており、人とクマ類のあつれきは一層深刻な状況となっています。このた

め、環境省では、このような現状を改善することを目的として、これまでに蓄積されてきたデータを踏まえ、14 年

振りにマニュアルを改定しました。 

２．主な改定ポイント 

（１）人身被害に関する新項目などの追加 

 近年の傾向である市街地出没について、その対応や事例を追加しました。 

（２）出没対応事例の追加 

 各地方自治体が取り組んできたクマ類の出没対応の事例について追加しました。 

（３）関連データの更新 

 これまでに蓄積された人身被害等に関する統計から、大量出没の発生状況や人の生活圏での事故等に関する情

報について追加・更新しました。 

３．本マニュアルの構成及び概要 

・本マニュアルでは、主に地方自治体の担当者を対象に、人とクマ類のすみ分けを進めるための対策や出没した

際の対応の要点や事例をとりまとめました。なお、クマ類に遭遇した際にとるべき行動など、地方自治体担当者

以外の方にも参考となる情報も記載しています。 

・本マニュアルは、全５章から構成されています。各章の概要は、以下のとおりです。 

【I. 出没に備える】 

・人の生活圏とクマ類の生息域を区分（ゾーニング）することによるすみ分けを図ることの重要性のほか、出没

に備えた連絡体制の構築や出没状況に応じた対応方針の事前作成、研修や想定訓練による継続的な人員配置につ

いて解説しています。 

・誘引物や環境対策の実施による人の生活圏への出没防止対策、人身被害を防止するためのクマ類との遭遇回避

対策、 堅果類（ドングリ等）の豊凶調査に基づく大量出没予測、住民向けの学習会の開催等について解説してい

ます。 

【II. 出没時の対応】 
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・ クマ類が出没した際の対応方法を解説しています。 

・ 市街地等での銃の使用や人身被害発生時の対応、捕獲・放獣作業の注意点等について解説しています。 

【III. クマ類に遭遇した際にとるべき行動】 

・クマと遭遇した際にとるべき行動を解説しています。近年、人里へのクマ類の大量出没による人身被害が増加

しており、人とクマ類のあつれきは一層深刻な状況となっています。このため、環境省では、このような現状を

改善することを目的として、これまでに蓄積されてきたデータを踏まえ、14 年振りに「クマ類の出没対応マニュ

アル」を改定しましたので、お知らせします。 

******************************************************************* 以上 ******************** 
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